
「目に見える兄弟を愛さない人は、目に見えない神を愛
することはできません。神を愛する者は、兄弟をも愛さ
なければなりません。」　　　　　　 （１ヨハネ 4,20-21） 7.2023   No.35
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　令和 4 年 8 月、新聖堂及び GMC（暁星ミッ
ションセンター）、そして新暁星修道院の引き
渡しを受けました。
　新聖堂では、通常のミサのほか、中央の祭壇
を移動して幼稚園の入園式などを実施したり、
1 階 2 階を使用して小学校聖歌隊が練習するな
ど、幅広い使用が可能となっています。写真は、
令和 5 年 3 月の幼稚園の卒園式です。

　この 125 工事の進捗状況ですが、現在、最終段階である
第Ⅱ期工事フェーズ 2 工事を行っています。このフェーズ 2
工事により、地下 2 階（プールレベル）部分には水泳用更衣
室や温水の出るシャワー室などを、地下 1 階（下グランドレ
ベル）には運動部部室などが、1 階（上グランドレベル）に
は屋根のある活動区域や調理実習室（仮称）など、2 階には
文化部部室が設置されます。さらには、下グランドの外構工
事なども行います。
　本年 12 月から 2 月まで下グランドは工事のために使用で
きなくなり、授業やクラブ活動に影響を及ぼすことになりま
す。しかし、期間の短縮など、出来得る限り影響の局限化を
図るつもりです。
　因みに、夏のプールですが、その機能を仮使用の形で維持
して、限定的に使用可能となります。ただし、プールサイド
へのアプローチは工事地域を横断することになりますので、
誘導員の設置など、安全には万全を期す形で行います。
　もうしばらく工事が続きますが、よろしくお願いいたします。

125 準備室からのお知らせ

暁星学園  理事長　柿山　隆
ポストコロナ

　まる三年に及ぶコロナ騒動もその終息の曙光のきざし
が見える情勢となったように思えます。コロナは私たち
の個人生活と相俟って社会生活の側面も大きく変えてし
まったようです。コロナはまた、私たちの人間関係、家
庭生活の在り様にもいろいろな後遺症を残しているのか
もしれません。
　一方、コロナはネガティヴな効果ばかりを生み出した
ばかりではないようです。それまでになんとなく必要と
考えられていた事柄や事物が余分なものであったとこと
があらためて認識される結果ともなり、適切な断捨離を
実行する機会ともなったことでしょう。
　学校教育もオンラインに頼らざるをえない状況に追い
込まれ、学校における ICT 拡充にも繋がりました。ただ、
一部ではオンライン授業が万能の特効薬だと勘違いする
向きもないでもありません。対面授業に勝る学習指導は
ありません。対面授業では、その場の生徒の反応を見な
がら、臨機応変に対処することができるからです。

　学校教育は、学習指導に限られるものではありません。
「いい」大学に進学するためのいい進学学習指導をしてく
れる学校が「いい」学校であるとする認識が一部にはあ
るように感じられますが、果たしてそうでしょうか。確
かに、子供たちが希望する大学に進学できるように学習
指導をしなければならないことは厳然たる事実です。　
　しかしながら、成長期にある子供たちにとって、先ず、
第一義的に大切なことは、他者との関わり方を習得し、
社会性を涵養する人間教育です。人間教育はオンライン
では全く不可能です。共に集い、自分と他者との相違を
認識し、時には相克を経験しながら、互いの間の多様性
を認めつつ共生を一歩一歩学んでいくのが学校教育の場
です。
　暁星学園の教育目標のひとつは、全人教育（integral 
education）です。人間の持つ資質を満遍なく引き出して
身に着けさせようとする教育です。
　それぞれの家庭での教育はどのようなものでしょうか。



　いつもご利用を頂きましてありがとうございます。
　まだまだ保護者の皆様へ伝わり切れていないことがありますので、この
場を借りて３点ほどご連絡いたします。

 　　　　　　　　　　　平日　8：00 ～ 16：00

 　　①営業時間　　　　土曜　8：00 ～ 13：00

 　　　　　　　　　　　休業　原則　日曜日・祝日

 　　　　　　　　　　　TEL　03 － 3261 － 1227　（営業時間内）

 　　②電話注文　　　　お電話にて、ご自宅へ配送する事が出来ます。

 　　　　　　　　　　　MIカード（要送料）・現金着払い（要送料＋手数料）

 　　　　　　　　　　　2019 年 9 月開始以来、ご愛顧頂きましてありが

 ③インターネット販売　とうございました。諸般の都合により、本年 7 月

 　　　　　　　　　　　末にて終了します。今後は購買部にて承ります。

　以上のこと、よろしくお願いします。
三越伊勢丹購買部　TEL　03 － 3261 － 1227

　いつもご利用ありがとうございます。生徒さんたちの「お腹すいた～」や「美味しかった～」
の声に支えられ、毎日笑顔で営業を行っています。
　ところで、社として可能な限りの努力を積み重ねてきましたが、食材や燃料費の高騰もあり、
止む無くこの 4 月に価格改定を行いました。生徒の皆さんのご負担が増えましたこと深くお詫び
申し上げます。
　なお、この価格改定と併せ、サービスの向上の一環として、毎月「ごはん大盛り無料 Week」
を設定しています。その期間は逐次お知らせをしていますので、是非、お腹いっぱいを楽しみに
来て頂ければと思います。
　なお食堂は、保護者の方もご利用ができます。学校に来られた際に、お立ち寄り頂ければと思
います。その際に、ご意見も頂ければ幸いです。
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パリ郊外サントマリー高校よりフランス人高校生31名来校

購買部（三越伊勢丹）からのお知らせ 

食堂（シダックス）からのお知らせ 

　2023 年 2 月 18 日土曜日に、兼ねてから国際交流を行っておりましたパリ郊外にある Institution Sainte Marie Antony から、
31 名の高校生を迎え、コロナ禍で中断していた国際交流を、実に 3 年ぶりに再開することが出来ました。
　サントマリー高校は、パリ郊外のマリア会のカトリック学校で、日本語教育を実践している高校の 1 つです。フランス滞
在時に同校で過ごし、また帰国後に暁星を学びの場とした、1 人の OB がつないでくれたご縁で、これまでにも数年に 1 度
交流を行ってきました。
　昨年より暁星学園にて新たに始まったバイリンガルコース「エトワールコース」に所属する中学 1 年生 14 名に加え、第 1
外国語でフランス語を学ぶ生徒たちが日々習得に励んでいるフランス語を実践する良い機会を得ることが出来ました。
　高校 1 年生と中学 2 年生による歓迎会と学校案内に始まり、中学 1 年生と 3 年生は、フランス人生徒とグループに分かれ、
この日のために準備したフランスの文化や言語に関する質問を投げかけたり、彼らの日本に対する質問に答えたりとグルー
プディスカッションを行ったりしました。また、筆でお気に入りの詩や俳句をフランス語と日本語で記したオリジナルの扇
子づくりのアトリエを行うなど、半日を彼らとともに過ごすことが出来ました。
　フランス語、英語、日本語と、持てる言語能力を最大限に駆使しながら何とか意思疎通を図る両校の生徒たちの前向きな
姿勢は、彼らの関係をより親密なものとしてくれたと思います。また、お互いの言語の発音や言葉を直しあう様は、微笑ま
しく、またたくましくも感じられ、このような生きた学びの場の重要さを改めて感じることが出来ました。
　半日という限られた時間でしたが、同年代のフラン人と出会えた機会は、日ごろの学びの実践の場としても、また国際感
覚を養う場としても貴重な経験であり、今後も両校の更なる発展を願って、交流活動を行っていきたいと考えております。



　教務部と進学指導部では「総合的な探究の時間」を活用し、9 月に高校 1 年生、11 月には高校 2 年生を対象に、卒業
生による講演会を開催しました。
　1 年生には文理選択を前にして、大学生や社会人の卒業生による講演を行いました。大学生からは受験勉強や大学生活、
留学などについて、社会人からはそれぞれの道（盆栽職人・空港職員等）に進んだ経緯などについて話していただきました。
　「学校の授業を大切にし、基礎は早めに固める」「塾の勉強を優先しない」というアドバイスは印象深かったことでし
ょう。国立大学は科目数が多いため、得意科目だけを勉強するのではなく、苦手科目を克服することが成功につながる
という助言も、生徒たちに届いたはずです。
　2 年生では、数年前から「職業体験・見学実習」を行なっていますが、今回は
その事前指導として、社会の第一線で働く卒業生 2 名から、留学や起業経験など
の話を聞きました。「情報を収集し、自分の頭で考える」「自分で決めた選択であ
れば、失敗しても学びがある」というメッセージをいただき、同じ暁星で学んだ
先輩から、社会に出るための心構えを学ぶことができました。
　11 月の校外学習の日に行われた「職業体験・見学実習」では、23 の企業、病
院、大学、官庁へ訪問し、ほぼ対面で実施され、同窓会や OB の方々の全面的な
協力のもと、通常ではできないようなことまで体験できました（昨年度の研究紀
要参照）。大学進学について、将来の職業について真剣に考える機会となったこ
とと思います。
　一連の企画にご協力くださった同窓会、卒業生の皆様に感謝申し上げます。今
後も卒業生や保護者の皆様とともにより良いプログラムを作っていきたいと思い
ます。

　「久々の２泊３日の那須合宿は自分を成長させてくれた…」昨年、那須合宿が再開された帰路で６年生が呟いた一言で
す。本来ならば初めて那須に向かう２年生が、それこそ背丈ほどの蒼いリュックを背負う姿で始まる２泊３日を皮切りに、
４年生からの４泊５日を軽々と熟すようになる姿こそ、暁星健児そのものかと思います。
　寝食を共に過ごし、自らのことは自らが行わねばならない暁星小学校の「合宿教育」は、均斉ある人格の育成に不可
欠なものであり、正に２４時間教育といえます。「那須」という大地の中で、放たれたかの如く伸び伸びと大自然の中を
駆け回る様は、子ども達の計り知れない可能性を感じさせてくれます。また、硬い二段ベッドや共同の風呂、不自由さ
や思い通りにならない不便さ等々、普段の生活とはかけ離れたものがあります。思わず寂しさや辛さに押し潰されそう
な時もありますが、そこに仲間がいることを実感する貴重な瞬間でもあります。子ども達は課題に取り組み、鍛錬して
いくことで師弟関係は深まり、そこには厳しさの中の温かさが存在します。限られたものの中で子ども達は工夫し、考え、
助け合って合宿生活を乗り切ります。リュックをきちんと整えられた、火興しができた、飯盒でご飯が炊けた、茶臼岳
を登り切った等、達成感を味わった男児は、その時を境に瞬く間に大きな成長を遂げようとします。帰宅後の子ども達
が大きく見えるのは、困難に打ち勝つ習慣と単独で真っ直ぐに行動できる、意志の基礎的訓練がなされたためではない
でしょうか。子ども達の成長ははっきりと顔に出ます。そしてその成長が見えた時、とことん褒めてあげてほしいと思
います。

　 三 年 ぶ り の 那 須 合 宿 の 再 開
は、自分の家に対する郷愁に近
いものを呼び起してくれたこと
を感じます。那須合宿が如何に
大切なものであるかを、「自分を
成長させてくれた」の一言が物
語ってくれたと痛感しています。

那須合宿再始動
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Choses vues, Choses méditées en classe ............. 教室から
高２職業体験
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　暁星幼稚園入園前の２月、令和５年度生の入園予定者と保護者に
向けて、「体験入園」を行いました。
　体験入園を通して、「暁星幼稚園は、楽しいところ！」と新入園児
に保育環境から感じ取ってもらうことが一番の目的です。保育環境
には、人的環境と物理的環境の両面があります。新入園児は、保護

者と 30 分間くらい離れて、現年少の部屋で、お絵かきをしたり、折り紙をしたり、また担当の教諭と手遊びを楽
しみ、紙芝居を友だちと一緒に見るといった集団での活動を体験しました。
　保護者はお子さんが、保育室で活動をしている間、別室で『入園までの心得』
を園長から聞きました。「幼稚園は、集団生活の中で、人間関係を学ぶ場でも
あります。我慢することや、思い通りにならないことも体験していきます。褒
められることや叱られることもあるでしょう。保護者の皆さんは、親としてお
子さんが、成長できるような援助や言葉がけで導いてください。」と話されま
した。同じスタートラインに立ち、暁星幼稚園の保護者像を抱いてもらうこと
で、幼稚園と保護者の絆ができ、より良い連携が生まれます。新入園児を取り
巻く私たちが、同じ心で子どもたちを導いていきたいと思っています。
　主事からは「入園までの準備」について具体的な説明をいたしました。保護
者の疑問を解決し、嬉しい気持ちで毎日登園できることを、神様からのお恵み
だと感じてもらえたら幸いです。
　教職員においても、４月から「星の子」となる新入園児と接することで、ク
ラス編成の参考にし、個々の成長を確認することができる有意義なひとときと
なりました。

　本年度より、「保護者の転勤等に伴い退学・退園し再入学・再入園を希望する生徒、児童、園児等の取扱い
要領（暁星学園再入学要領）」が明確に定まりましたのでお知らせします。
　その概要は以下の通りです。詳細につきましては、在学中の各学校にお問い合わせをお願いします。

（「所属」とは、幼稚園、小学校、中学、高校のことを指します）

暁星学園再入学制度について

体験入園

項　　　目

対　象

条　件

期　間

① 同一所属への再入学
　 （検定）

② 所属が異なる場合の再
　 入学（選考）

③「＊」の再入学の要領
　 （試験）

入学金

検定等の料金

再入学希望の失効

内　　　容
　保護者の転勤等に伴い国外の学校（園を含む。以下同様）への転校及び家族で
の転居を伴う国内の学校への転校ののち、再び暁星学園への入学・入園（以下「入
学」と言う）を希望する場合。
　学園に初めて入学をして、原則、１学期以上経過した生徒等とする。この制度
により再入学を認めるのは、高校入学前まで。
　退学後再入学までの期間（以下「退学期間中」という）は最大３年以内とし、年長、
小 6、中 3 の各 1 学期末までとする。
　再入学検定結果その他を総合的に判定して、原則、相当学年への再入学を決定。
　ただし、「年長、小 6、中 3 の各 9 月以降＊」は受理しない。
　入学選考結果及び退学時の所属長から提出される意見書などを総合的に判定し
て、原則、相当学年への再入学を決定。
　「＊」は同様とする。
　再入学試験結果及び退学時の所属長から提出される意見書などを総合的に判定
して、再入学の可否を決定。
　ただし、帰国後は一旦他校に入学し、再入学をする時期は翌新年度とする。
　再入学の際には入学金を必要とする。たとえ同一所属への再入学であっても同
様とする。
　上記①～③において、いずれの場合でも必要。
　退学後、3 年を越えた場合や、再入学希望者が、自ら辞退を申し出た場合は失
効となる。



　暁星中学高等学校のなかのクラブで今、一番恵まれてい
るのは剣道部かもしれない。
　以前の道場は、半地下にあり、湿気も多く、練習でぬれ
た道着は乾かず、面、小手、胴たれは、すぐにかびていた。
　125 周年事業として、マリア館が建設され、地下に柔剣
道場が新築された。
　今度は地下と言っても冷暖房付き、下グランドに面して
いるので、通気性も良く快適な練習場が整備された。暁星
では、昔から武道の授業は柔道が取り入れらているため、
剣道場は、ほぼクラブのためだけに使うことができる。
　数年前からお手伝い頂いている師範（竹原氏）も熱心に
指導してくださっている。加えて今年から顧問として剣道
経験者を迎えることができた。
　練習は自分たちで考える。後輩の指導もなるべく先輩が
見る。より専門的な指導を師範にしていただいている。と
いう方針でここまで続けてきた。経験者は未経験者を教え
ることで、未経験者は経験者に教わることで、共に成長し
てきたと思う。
　また、保護者の方々のサポートも適宜に適切に行われ、
大変助けていただいている。正に絶妙なタイミングで助け
ていただいている。
　これからも礼節ある暁星剣士を育てるお手伝いをさせて
頂きたいと思っている。

.......................Nos clubs en mouvement進め

　昨年度の 1 月に、５年生より来年度のクラブに「鉄道研究クラブ」を新設して欲しいと、新設クラブアンケートに書かれ、
入部希望調査で、新５年生 2 人、新６年生 4 人の合計 6 人の入部希望者があり、令和 5 年度より新設クラブとして認めら
れました。
　今年度のクラブ目標は「団結力と思いやりと話し合いを大切にできるクラブ」としで、縦割りのクラブの活動を通して、
子どもたちが自発的に活動する事をサポートしていこうと考えています。
　最初のクラブの時間では、鉄道研究クラブの活動をどんな活動にする
かを話し合い、今年の活動として、N ゲージを使ってレイアウトを考え、
ジオラマ作りをしようという事に決まりました。畳 1 枚分（1800 ×️
900）の大きさで自分たちで手作りしたジオラマを１年間かけて作る予
定です。
　また、時間が許せば、写真クラブと一緒に、電車の写真撮影や中学高
等学校の鉄道研究クラブのお兄さんたちの活動を見学するなど、様々な
意見が出てきました。
　授業枠内での活動ですから、様々な制限はありますが、できる限り子
どもたちの意見や思いを活かした活動になればと考えております。

　私たち卓球部は月・水・金の放課後、週３日、体育館で
活動しています。現在の部員数は中２が９名、中３が 13 名、
高１が７名、高２が３名の計 32 名です。( 中１は本入部
前のため不明 )
　普段の練習は主に基礎ラリー、サーブレシーブ、３球目
といった基本的な練習に重きを置きながら、高体連や中体
連で勝ち進められるような技術の習得にも精を出していま
す。
　卓球部には部内リーグ ( 共にシングルス、A ～ E まで )
があり、数か月に１回リーグ内総当たり戦と入れ替え戦を
行っております。実力次第では中学生でもトップリーグで
高校生と試合をし、切磋琢磨しながら向上できる環境とな
っています。
　今年度の中学１年生への部活紹介でも引用しましたが

「卓球は 100m 走をしながらチェスをするようなスポーツ
である」という言葉を残した卓球選手がいました。卓球は
縦幅 2.74m という小さな卓球台を挟んだ向こう側にいる
相手の打った球の回転、コース、スピードに対し、それぞ
れに適切な返球をしなければならないスポーツで、身体を
動かしながら思考を働かせる状況を例えて言った言葉で
す。このような動きは日々の地味な基礎連が可能にしてい
ると私は思います。そのため、日々の基礎練を重要視して
いるわけです。
　今後も大会でなるべく勝ち進めるよう、頑張っていく所
存です。

剣道部 卓球部
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大学名

北海道大学

弘前大学

東北大学

山形大学

筑波大学

群馬大学

千葉大学

東京大学

東京工業大学

一橋大学

東京医科歯科大学

東京藝術大学

電気通信大学

富山大学

名古屋大学

京都大学

岡山大学

宮崎大学

熊本大学

高崎経済大学

合計

学部名

文科Ⅰ類

文科Ⅱ類

文科Ⅲ類

文科合計

理科Ⅰ類

理科Ⅱ類

理科Ⅲ類

理科合計

推薦

合計

学部名

政治経済学部

法学部

商学部

文学部

文化構想学部

教育学部

社会科学部

基幹理工学部

創造理工学部

先進理工学部

国際教養学部

スポーツ科学部

人間科学部

合計

国公立・私立・その他総合計

学部名

経済学部

法学部

商学部

文学部

理工学部

医学部

総合政策学部

環境情報学部

薬学部

看護医療学部

合計

学部名

神学部

文学部

総合人間科学

法学部

経済学部

外国語学部

理工学部

総合グローバル

国際教養学部

合計

大学名

DePauw University

University of Maryland, College Park
その他合計

合計

1

1

3

1

4

1

2

5

2

2

3

1

1

1

1

2

1

1

1

1

35

浪人

1

0

2

1

1

0

2

1

0

0

0

1

1

0

0

0

0

1

1

0

12

現役

0

1

1

0

3

1

0

4

2

2

3

0

0

1

1

2

1

0

0

1

23

合計

3

5

8

浪人

1

1

2

現役

2

4

6

合計

0

0

1

1

2

1

1

4

0

5

浪人

0

0

0

0

1

0

0

1

0

1

現役

0

0

1

1

1

1

1

3

0

4

合計

4

5

4

4

1

3

1

6

4

5

1

4

5

47

合計

502

浪人

1

2

1

0

0

0

0

2

0

2

1

2

0

11

浪人

184

現役

3

3

3

4

1

3

1

4

4

3

0

2

5

36

現役

318

合計

8

2

9

3

11

3

1

2

0

0

39

浪人

0

0

0

0

3

0

0

0

0

0

3

現役

8

2

9

3

8

3

1

2

0

0

36

合計

0

5

3

6

2

2

6

0

1

25

浪人

0

0

0

0

0

0

1

0

0

1

現役

0

5

3

6

2

2

5

0

1

24

合計

1

1

2

浪人

0

0

0

現役

1

1

2

合計

47

40

25

35

51

11

13

18

18

4

2

3

3

2

4

1

3

24

2

7

2

7

1

2

6

3

2

1

4

1

1

1

1

2

2

1

6

1

1

2

2

4

1

4

2

2

1

2

1

1

4

浪人

11

4

1

15

17

5

2

6

8

2

0

0

3

0

1

0

0

8

2

7

1

5

0

1

4

1

2

0

4

0

0

1

1

1

0

1

6

0

1

2

2

2

1

2

2

0

1

2

0

0

0

現役

36

36

24

20

34

6

11

12

10

2

2

3

0

2

3

1

3

16

0

0

1

2

1

1

2

2

0

1

0

1

1

0

0

1

2

0

0

1

0

0

0

2

0

2

0

2

0

0

1

1

4

大学名

防衛大学校

防衛医科大学校

その他合計

合計

1

1

1

1

1

3

1

1

10

3

4

7

4

5

4

1

8

4

1

1

4

3

2

1

6

4

1

3

7

1

74

5

89

浪人

0

0

0

1

0

0

0

1

2

0

0

1

2

2

2

0

2

4

1

0

0

2

1

1

2

0

1

2

0

1

24

1

27

現役

1

1

1

0

1

3

1

0

8

3

4

6

2

3

2

1

6

0

0

1

4

1

1

0

4

4

0

1

7

0

50

4

62

大学名

弘前大学

筑波大学

群馬大学

千葉大学

東京大学（理Ⅲ）

東京医科歯科大学

富山大学

熊本大学

国公立医学部合計

慶應義塾大学

東京慈恵会医科大学

順天堂大学

日本医科大学

北里大学

杏林大学

近畿大学

国際医療福祉大学

埼玉医科大学

産業医科大学

自治医科大学

昭和大学

聖マリアンナ医科大学

帝京大学

東海大学

東京医科大学

東邦大学

東北医科薬科大学

獨協医科大学

日本大学

金沢医科大学

私立医学部合計

防衛医科大学校

医学部医学科合計

順天堂大学

日本医科大学

金沢医科大学

北里大学

杏林大学

近畿大学

国際医療福祉大学

埼玉医科大学

産業医科大学

自治医科大学

昭和大学

聖マリアンナ医科大学

東京医科大学

東邦大学

東北医科薬科大学

獨協医科大学

奥羽大学

神奈川歯科大学

東京歯科大学

日本歯科大学

明海大学

私立合計

9

5

1

8

5

1

8

4

1

1

4

3

6

4

1

3

1

1

2

4

1

457

3

3

1

4

2

0

2

4

1

0

0

2

2

0

1

2

1

1

2

3

1

170

6

2

0

4

3

1

6

0

0

1

4

1

4

4

0

1

0

0

0

1

0

287
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大学名

早稲田大学

慶應義塾大学

上智大学

東京理科大学

明治大学

青山学院大学

立教大学

中央大学

法政大学

学習院大学

関西学院大学

同志社大学

立命館大学

成蹊大学

成城大学

明治学院大学

武蔵大学

日本大学

東洋大学

東海大学

駒澤大学

専修大学

國學院大学

帝京大学

芝浦工業大学

桜美林大学

神奈川大学

金沢工業大学

関東学院大学

工学院大学

城西大学

大正大学

拓殖大学

多摩大学

玉川大学

多摩美術大学

千葉工業大学

帝京平成大学

東京経済大学

東京工芸大学

東京電機大学

東京都市大学

東京農業大学

東京薬科大学

獨協大学

文教大学

星薬科大学

武蔵野大学

酪農学園大学

明治薬科大学

東京慈恵会医科大学

4 月

5 月 9 月

6 月
10 月

8 月
12 月

7 月

11 月

幼稚園

幼稚園

・始業式／入園式

・保護者会

・復活祭の集い

・誕生会

・学級懇談会（年少）

・学級懇談会（年長）

・マリア祭

・親子遠足

・交通安全指導

・始業式

・入試説明会

・保護者会

・避難訓練

・誕生会

・芋掘り遠足

・幼稚園説明会

・ファミリーデー ( 年少 )

・ファミリーデー ( 年長 )

・内科／歯科検診

・誕生会

・運動会

・誕生会

・入試面接

・夏休み

・星の子コンサート

・保護者会(在園生/新入生)

・クリスマスの集い

・終業式

・保護者会

・誕生会

・終業式

・入園試験

・七五三の集い

・誕生会

小学校

小学校

・始業式／入学式

・保護者会

・校外学習

・全校ミサ

・健康診断

・参観日

・始業式

・保護者会

・那須合宿（4,5,6 年）（予定）

・学年ミサ ・那須合宿（2,3 年）（予定）

・全校ミサ

・運動会

・参観日

・夏休み

・那須体験合宿

・サッカー大会

・鑑賞会

・暁星兄弟活動日

・終業式（クリスマスの集い）

・サッカー大会

・終業式

・水泳実習（予定）

・サッカー一般合宿

・創立記念日

・入学試験

・中学進学試験

中学・高等学校

中学・高等学校

・入学式／始業式

・オリエンテーション（中１）

・学年ミサ（高３）

・保護者会

・校外活動

・中間試験

・学年ミサ（中 1）

・ソダリティー

・始業式

・校内実力テスト

・エトワール祭 (9/30・10/1)

・運動会

・修学旅行（高２）

・学年ミサ（中３）

・防災体験（中１）

・初金行事

・学年ミサ（高１）

・中間試験

・保護者会

・夏休み

・夏期講習

・期末試験

・終業式

・冬休み前講習

・ソダリティー

・期末試験

・終業式

・校外合宿（中 1）

・創立記念日式典

・研修旅行（中３）

１
学
期

２
学
期

2023年4月～12月

（1 学期及び 2 学期）

2023 年大学合格者実績
（卒業生157 名） 東京大学５名、早慶上智111 名合格

◆国公立大学◆

◆東京大学◆

◆海外大学◆

◆その他の大学◆

◆私立大学◆

◆早稲田大学◆

◆慶応義塾大学◆

◆医学部◆

◆上智大学◆



Voix des Parents d’ Elèves .................. 慈しみの後援会

　去る５月８日についに新型コロナウイルス感染症は
５類に移行となりました。これに伴い今まで不便で制
約の多かった生活も大部分は元のように戻りつつあり
ます。正に Pent-up demand（“ 繰延需要 ”）により人々
の往来が増え東京を含む日本の各地には日本人に加え
多くの諸外国から観光客、ビジネスマンが来日しホテ
ル、商業施設等は活況を呈しています。人は自由に色々
な場所に旅行、移動をしたい生き物なんだなと改めて
強く感じています。
　暁星においてもポストコロナということで約三年
間、多くの足枷のあった日々からコロナ前の通常の学
園生活に戻っていくと聞いています。過ぎてみれば光
陰矢の如しですが気の遠くなるような長いトンネルで
した。この厳しい未曾有の状況の中、先生、学園関係

者皆様の多大なるご尽力により子供たちはコロナ禍で
出来る最大限の学園生活を送ることが出来ました。改
めて保護者を代表して心より感謝申し上げます。
　子供たちにはポストコロナの学園生活に対する喜び
を噛みしめ、普通の生活が当たり前ではないという経
験を忘れずに、そして感謝の気持ちをもって毎日を過
ごしてもらいたいと切に願います。
　ここで、後援会の奨学金制度についてお知らせしま
す。後援会の奨学金は、平成 22 年から開始され、会
員間相互扶助の趣旨に基づき、家計支持者の死亡や経
済的困窮等という事情に陥った会員の子供のたちの勉
学環境の向上を図ってきました。この制度を活用なさ
っている会員は、今現在もおられます。
　奨学金の額は毎月 2 万円ですが、他の奨学金との併
用もできますし、返還の義務はありません。学園全体
として、受給できる人数には制限はありますが、可能
な限り柔軟に対応致します。
　この際、個人情報は、確実なお取り扱いを致します。
後援会奨学金の手続き等につきましては、学園事務室
の後援会担当（橋本）にご相談下さい。

ポストコロナの学園生活

一般寄付　寄贈のお知らせ
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暁星学園後援会  会長
林　大 介

　暁星学園が、カトリック教育の理想を掲げ、青少
年の教育に邁進できたのは、ひとえに皆様のご理解
とご協力の賜物と、深く感謝申し上げます。
　
　現在、暁星学園には各界に多数の卒業生やその関
係者様がいらっしゃいます。そのような方々より、

「寄付はどのように」とのお問合せを多数頂くこと
から、この度学園 HP の更新に伴い、「一般寄付金
サイト」を常設させて頂きました。その中には、個
人の方、法人企業の方、又は遺贈という形でもお受
けできるように致しました。
　個人の方はご寄付の振込等手数料を学園負担と
させて頂き、又法人企業の方は全額寄付金控除の対
象となる受配者指定を、遺贈の場合には有価証券や
不動産をご寄付頂くことも可能とするなど、幅広く
対応致しております。
　遺贈とは遺言により、財産の全部又は一部を特定
の個人或いは団体に無償で譲渡（贈与）することで
す。暁星学園では、遺言による寄付（遺贈）に加えて、
相続財産のご寄付や生命保険・信託によるご寄付も
含め遺贈寄付と呼んでいます。この場合、売買手続

きや税務知識等が必要になるため、暁星学園では
その取扱いを、専門企業であるレディーフォー（株）
に委託しています。ご相談の段階から受付けてお
りますので、お気軽にお尋ねください。
　これらお手続きは、スマホやご自宅の PC などイ
ンターネット環境にあれば、深夜でも休日でも時
と場所を選ばず、手続きが可能で、末尾の二次元
バーコードにアクセスして頂くとお手続きができ
ます。
　インターネット環境にない場合には、従来どお
りお電話を頂ければ、手続き書類等をお送りさせ
て頂きます。

　暁星学園の更なる発展と向上のために、今後と
もご支援とご協力をお願い申し上げます。
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...................................Echos des Anciens Elèves行動する同窓会
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発行者　柿　  山　　　　隆

発行所　暁    星    学    園

　3 年半余りも続いた “ コロナ禍 ” も、ようやく春先から好転し、日々常態化に向かって、徐々に明るい兆しも見えて
まいりましたが、学園の皆様はいかがお過ごしでしょうか。
　さて、同窓会も、“ ウィズコロナ ” で活動を続けております。昨年末「同窓会誌・暁星」では、特別対談で、髙田校長
をご紹介させていただきました。新春「成人祈りの会」は、保護者も含め 250 名ご出席のもと、青木神父様に司式をお
願いし、柿山理事長にも特別参加いただきました。2 月「ビジネス交流会」は、各分野でご活躍中の同窓生 85 名参加の
盛会となりました。「定例理事会」も 4 月より通常化しております。5 月 13 日開催「評議員会」は、書面審議も併用し、
4 年振りの “ 対面開催 ” とさせていただきました。久方振りに皆様のお元気なお顔を拝見し、改めて “ 実開催による意思
の疎通の大切さ ” を痛感いたしました。今後 7 月 2 日「定時総会」も、昨年同様に通常開催し、“ 学園新聖堂 ” での「物
故会員追悼ミサ」も予定させていただいております。
　新年度では、取り巻く環境の厳しい変化もより前向きに捉えて、“ コロナ禍 ” を契機としたデジタル化等を前提に諸
課題に取り組んでおります。遠隔地とも交流可能なオンライン会議なども、いろいろ新たな発見、成果を生んでおりま
す。「同窓生間の交流活動」でも、オンラインで休まずに続けてこられた事例もあります。「ビデオレターの動画配信」
も開始しました。また、「高 2 職業体験・見学実習へのご協力」は、各分野、各世代の同窓生の皆様のご協力をいただき、
昨秋からは全て訪問研修となりました。学園内で初めて実施された “ 事前学習 ” では、20 歳代の実務家お二人にご講演
いただくなど、お蔭様で若い世代間の交流事例も増えてきました。特に激変する国際情勢やデジタル化分野などの技術
進歩の著しい領域への対応では、これまで長年実務経験を積んでこられた世代と若い世代との同窓生間連携を一層深め
させていただき、新たな活動に発展できたらと切望しております。
　“ コロナ禍 ” の貴重な体験を通じて、ひとつ学んだことは、“ 常態 ” についてです。我々は、日々もとの日常を取り戻
すことに注力してきました。しかし、この日常とは、各自の過去の事例や周囲の状況などを基準とした固定観念でもあ
り、絶対的な基準とは言えません。“ コロナ禍 ” での環境の変化、厳しい条件の下では、これらもポジティブに捉えて、
同窓会として、“ 守り抜くべき常態 ” を大切にしつつ、その都度、“ 可能な日常 ” を模索しなければならない事例も数多く、
また “ 新たな常態 ” も発見できました。これは今後とも変わらないことと思います。
　残念ながら、“ コロナの感染状況 ” も完全に収束したとまではまだ言いがたい現状です。
　学園の皆様のご健勝と日常生活の一日も早い常態化を心からお祈り申し上げます。

暁星学園同窓会　会長　横 山　悠 喜
―「アフターコロナの第一歩」―

成人祈りの会 ビジネス交流会 評議員会


